
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本質を理解して進める人になろう 

校長  太田 千佳子  

 

 10 日の入学式で 14 名の新しい仲間を加えた幕別分校がスタートしました。 

 緊張しつつも、式が終わった生徒たちの笑顔を見て、新しい生活への意欲を感じました。

ゆっくり自分のペースで頑張ってほしいと思います。 

 毎年、生徒の成長を見ながら、「小さい頃はどんな子だったのかなー」と思う瞬間があり

ます。高校生なので、日常生活の様々なことを自分でできるようになっている生徒です 

が、当たり前にできるいろいろなこと、食事や入浴、トイレでの行動など、 

教えてもらう時期が必ずあったんだろうなーと思います。 

 私はすでに忘れてしまったのですが、一つだけ覚えていることがあります。 

 今の子どもたちはあまり経験がないと思いますが、私の子どもの時のトイレ 

は、くみ取り式のトイレでした。（トイレのお話、失礼いたします） 

 子どもにとってくみ取り式のトイレは、“落ちたらどうしよう”という恐怖 

との戦いでした。おそらく２歳、3 歳の頃は一人ではトイレで用を足せなかっ 

たと思います。 

 ある時、母がトイレに私を呼び、トイレのまたぎ方、用の足し方、トイレで使ってよい

紙の枚数（当時はロールではなくちり紙でした）について、細かく教えてくれたのを今で

も覚えています。「そうか、こうやってトイレは使うのか」とこのとき覚えたトイレのマナ

ーを大人になるまで守って行動したと思います。このこと以外でも、おそらく「こうしな

さい」と言われたことは、なんの疑問も抱かずに行動してきた自分がいたような気がして

います。大人から教わることは、子どもにとって大きいのだと思います。 

中学生だった生徒たちも、これまでたくさんのことを保護者や先生などに教わったり、

大人がやる姿を見て真似をして習得したりしたことがたくさんあるのではないかと思いま

す。 
  

  幕別分校の入学式において、伊藤副町長様より“物事の本質を理解す 

ることの大切さ”についてお話がありました。幕別分校の生徒たちは、 

校外に出て作業や町内での活動において、多くの大人に出会います。こ 

れからも大人から新しいことを学ぶ機会も増えることでしょう。その中 

で、“それはどうしてかな？”と考えたり、多くの方法を学びながら、“私 

はこの方法で進みたい”と選んだりしてほしいと思っています。 

 すぐには難しいことかもしれませんが、「自分で決める機会」を大切にすることを、生徒も

寄り添う大人も意識して、毎日を過ごすことから始められると思っています。そのために、

私たち大人が、今までの慣習、常識だけで決めつけることを改めることも必要だと思います

が、生徒の考えに耳を傾け、すぐに答えを出さない余裕ももつ必要があるかも･･･、と考えて

います。 

北海道中札内高等養護学校幕別分校 

令 和 ６ 年 ４ 月 2 6 日 （ 金 ） 

第 １ 号 

〒089-0615 中川郡幕別町南町 81 番地１ 
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年間行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４／８(月) 始業式・着任式 10／２(水) 後期始業式 

４／10(水) 入学式 10／９(水)～11(金) １学年：宿泊研修 

４／26(金) PTA総会 10／22(火)～25(金) ２学年：見学旅行 

５／20(月)～31(金) ２学年：現場実習 11／５(火) 開校記念日 

５／27(月)～31(金) ３学年：労働週間 12／13(金) 生徒会行事 

７／５(金)～６(土) 学校祭 12／24(火) 全校集会 

７／25(木) 全校集会 １／17(金) 全校集会 

８／26(月) 全校集会 ２／３(月)～７(金) １学年：労働週間 

２学年：労働週間 ９／２(月)～10／４(金) ３学年：前提実習 

９／２(月)～13(金) １学年：現場実習 

２学年：現場実習 

３／５(水) 卒業証書授与式 

同窓会入会式 

９／27(金) 前期終業式 ３／24(月) 修了式・離任式 

去る４月 10 日（水）、第１２回入学式が行われました。今年は、14 名の新入生を迎え、学校も賑やか

になってくることと思います。新入生 14 名は、真新しい制服に身を包み、ちょっと緊張した面持ちでもあ

りましたが、立派な姿で式に出席していました。 

 学校長の入学許可に始まり、校長式辞、来賓祝辞・挨拶などに対しても、お話ししている方の方を向き、

礼をしたり頷いたり… しっかりお話を聞いている真剣な姿勢が見られ、とても初々しく感じました。 

 入学者宣誓では、「共に入学した仲間と協力し…成長し合い…」「学校の特徴である社会参加へ向けて…」

と、新入生代表が緊張しながらも宣言する姿が見られました。14 名のこれからの成長が楽しみです。 

入学式では、御多忙の中、御臨席くださいました保護者の皆様、御来賓の皆様、ならびに御祝辞をお送

りくださった皆様には、多くの御祝福をいただき、誠にありがとうございました。 

これから、新たな学校で新しい仲間との生活への不安や心配もあるとは思いますが、学校生活に早く慣

れ、新２・３年生と共に楽しく過ごすことができるよう、思っております。 

入学式担当：石 田 

１ 事 務 長 山田 芳範（北海道阿寒高等学校）       ２ 教 諭 水口 哲夫（北海道帯広聾学校） 

３ 教 諭 児玉 涼（北海道星置養護学校ほしみ高等学園） ４ 教 諭 渡邉 ちひろ（北海道中札内高等養護学校） 

５ 教 諭 山下 亮介（北海道帯広養護学校）       ６ 専門支援員 久保 綾乃（北海道中札内高等養護学校） 

７ 事 務 職 員 鈴木 輔（北海道静内高等学校）                          （ ）内は前任校 


